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は　じ　め　に

平成28年４月の松江市役所の組織・機構改革で、歴史まちづくり部史料編纂課（内室に

松江城調査研究室）ができました。従来の史料編纂室と松江城国宝化推進室を新設の史料

編纂課に移管したもので、松江城国宝指定に伴い、松江市として、今後さらに歴史史料の

調査研究や松江城をはじめとした歴史的資産の保存・活用を進めるために、一つの「課」

として独立させたものです。

松江市では、平成19年（2007）から始まった「松江開府400年祭」を契機に、「松江市史

の編纂」「松江城国宝化推進室の設置」「松江歴史館の開館」など、歴史史料の調査研究体

制を整えてきました。「松江城の国宝指定」や、国宝指定の決め手となった「祈祷札の再

発見」は目に見える大きな成果ですが、その他にも、『松江市史』の計画的な出版を含め、

松江市域の歴史に関する調査研究が多くの研究者と連携して進められ、その成果は『松江

市歴史叢書（市史研究）』、『松江市ふるさと文庫』、『松江市歴史史料集』など、各種の出

版物や市史講座などで逐次紹介されています。

松江市史編纂事業を通しても明らかなように、松江市域の最大の特徴は、古代から現代

にいたるまで、出雲地域、島根県の政治権力の中枢が置かれた場所ということであり、そ

のため、松江市域には松江城をはじめ、まだまだ驚くほどの貴重な歴史史料が残されてい

ます。

松江市では、これまでどおり「市史編纂事業」や「松江城の調査研究」を基本としつつ、

地域に埋もれている貴重な史料、松江市保管の歴史的公文書など、松江市域の歴史史料の

調査・研究を引き続き進めてまいりたいと思います。

今後とも、この『松江市歴史叢書（市史研究）』に対し、多くの研究者のご参加をいた

だくことで、松江の歴史が一層明らかになるとともに、その成果が未来に向かって歩む

人々の生きざまに大きな示唆を与えてくれることを願ってやみません。

2017年3月

松江市長　松　浦　正　敬
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史料編５「近世Ⅰ」 5,000円
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24
史料編３「古代・中世Ⅰ」 5,000円
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28 史料編９「近現代Ⅰ」 5,000円

29 別編１「松江城」 未刊

30
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通史編４「近世（二）」 未刊

通史編５「近現代」 未刊

史料編１「地質・自然環境」 未刊
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「
堀
尾
古
記
」
の
翻
刻
と
検
討

佐
々
木
倫
朗
・
小
山
祥
子

は
じ
め
に

松
江
市
内
の
個
人
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
堀
尾
古
記
」（
以
下
「
古
記
」
と
略
す
）

は
、
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
『
島
根
縣
史
』
編
纂
の
際
に
史
料
的
発
見
が
な
さ
れ
、
と
り

わ
け
史
料
が
乏
し
い
堀
尾
氏
の
出
雲
・
隠
岐
支
配
期
の
叙
述
に
お
い
て
大
き
く
貢
献
し
た

史
料
で
あ
る
⑴

。
そ
し
て
、
そ
の
史
料
的
評
価
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
修
　

島
根
県
史
』
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
評
価
を
受
け
、
史
料
編
に
お
い
て
そ
の
翻
刻
が
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
⑵

、「
古
記
」
は
、
堀
尾
氏
の
支
配
期
を
考

察
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
史
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
「
古
記
」
は
、
基
本
的
に
編
年
体
で
記
さ
れ
て
お
り
、
近
世
初
頭
の
出
雲
・
隠
岐

の
状
況
を
知
る
上
で
大
変
理
解
し
や
す
い
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
例
え

ば
、
編
年
体
で
書
か
れ
て
い
る
以
上
は
、
「
古
記
」
は
、
日
記
の
よ
う
に
同
時
代
に
年
を

追
っ
て
書
か
れ
た
史
料
と
は
考
え
が
た
い
史
料
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
成
立
年
代
が
確
定
さ

れ
て
い
な
い
等
、
史
料
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
学
術
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て

き
た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
、
松
江
城
や
堀
尾
氏
支
配
期
の
史
料
が
極

め
て
乏
し
い
状
況
の
中
で
、
「
古
記
」
は
そ
の
考
察
を
行
う
た
め
に
不
可
欠
な
史
料
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
「
古
記
」
を
今
後
も
近
世
初
期
の

分
析
に
用
い
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
そ
の
再
翻
刻
と
記
載
内
容
の
他
の

近
世
史
料
の
記
載
と
の
比
較
検
討
等
を
通
し
て
、
「
古
記
」
の
史
料
学
的
評
価
の
再
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
、
「
堀
尾
古
記
」
の
翻
刻

本
節
で
は
、
「
古
記
」
の
翻
刻
を
示
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
史
料
的
な
現
状
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
状
の
「
古
記
」
は
、
横
半
帳
の
和
綴
じ
本
の
体
裁
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
（
写
真
参
照
Ｐ
〔
19
〕
）
。
そ
の
綴
じ
て
い
る
上
側
と
左
側
に
焦
げ
た
痕
跡
が
あ

り
、
焦
げ
て
い
る
部
分
が
消
失
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
以
下
の
翻
刻
で
も

示
す
が
、
行
頭
や
頁
頭
に
消
失
や
焦
げ
跡
の
た
め
に
「
古
記
」
が
書
か
れ
た
当
初
の
完
全

な
文
言
を
読
み
取
る
の
は
、
現
状
で
は
不
可
能
な
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
所
蔵
さ
れ
て

い
る
家
に
火
災
の
中
で
「
古
記
」
を
取
り
出
し
た
際
に
つ
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
「
古
記
」
が
伝
来
さ
れ
る
過
程
で
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後

に
触
れ
る
史
料
的
な
重
要
性
を
考
え
る
時
、
焦
げ
て
消
失
し
た
部
分
を
併
せ
て
分
析
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
極
め
て
残
念
な
状
況
で
あ
る
。
特
に
「
古
記
」
の
表
紙

部
分
に
は
、
か
す
か
に
「
内
」
の
文
字
が
判
読
で
き
、
本
来
は
「
古
記
」
と
異
な
る
史
料

名
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
判
読
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
内
容
を
踏
ま
え
て
『
島
根
縣
史
』
の
編
纂
時
の
史
料
名
で
あ
る
「
堀
尾
古
記
」
を
、

史
料
名
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
「
古
記
」
の
翻
刻
を
示
す
が
、
翻
刻
に
際
し
て
記
載
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

・
破
損
の
た
め
、
判
読
不
能
で
あ
る
文
字
・
箇
所
に
つ
い
て
は
、
■
で
示
し
た
。

・
判
読
不
明
文
字
つ
い
て
は
、
□
で
示
し
た
。

・
「

　
」
は
、
「
古
記
」
の
丁
の
表
裏
及
び
貼
紙
を
示
し
た
。

・
補
修
に
よ
っ
て
年
号
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で

示
し
た
。

・
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
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